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令和７年度事業計画書

Ⅰ 肢体不自由児の福祉を増進する事業

１ 肢体不自由児への理解と療育思想を広く県民に普及する事業

(1) ｢友情・愛の絵はがき」「クリアファイル」「コラボセット」等事業（継続）

支出予算： 816,000円 (令和６年度支出予算： 747,000円)

収入予算：2,586,000円 （令和６年度収入予算：1,895,000円）

（福）日本肢体不自由児協会（以下「日肢協」と表記）及び各道府県肢体不自由児

協会の主唱で、毎年 11月中旬から 1か月間全国的に展開される｢手足の不自由な子ど

もを育てる運動」の一環として、肢体不自由児・者に対する理解及び療育思想の一層

の普及促進を目的に寄付を募る。

当協会においては、８月～１２月末まで実施することとしており、肢体不自由児・

者への理解及び療育思想の普及啓発を図るとともに、事業財源の確保に努める。

近年の物価高騰及び郵送費の高騰、寄付金振込手数料の値上がり等により利益率が

年々下がっているため、これまで１枚 150 円で頒布していたクリアファイルを、200

円に変更し、財源の確保に努める。

返礼予定数

【友情・愛の絵はがき】

＠100（日肢協作成） 600組返礼予定

(令和６年度実績見込み：583組、令和５年度実績：590組)

【トッキッキＡ４クリアファイル】

＠200（千葉県・群馬県には＠60で提供） 6,000枚返礼予定

【レルヒさんＡ４クリアファイル】

＠200（新潟県内バラで返礼） 3,300枚返礼予定

【レルヒさんメモ帳】

＠200（新潟県内バラで返礼） 2,700個返礼予定

【コラボセット】

＠500 1,400セット返礼予定
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【コラボセット内容】

令和７年度「トッキッキＡ４クリアファイル」 ×1枚

令和７年度「チーバくんＡ４クリアファイル」 ×1枚

令和７年度「ぐんまちゃんＡ４クリアファイル」 ×1枚

合計３点を１セットに袋詰めして、本来６００円のところ５００円で返礼

（令和６年度実績見込み：1,357セット売上（クリアファイル３枚、レルヒさんメモ帳

１個で 500円セット））

クリアファイル頒布予定数 （枚）

(2) ｢愛のタオル」事業（継続）

支出予算：11,990,000円 (令和６年度支出予算: 12,046,000円)

収入予算：18,478,000円 （令和６年度収入予算：16,720,000円）

肢体不自由児に対する理解及び愛護療育思想の一層の普及啓発を図ることを目的に

寄付を募り、寄付協力者に対して「愛のタオル」を頒布し、肢体不自由児への理解と

療育思想の普及を図るとともに、事業財源の確保に努める。クリアファイルと同様、

物価高騰や振込手数料等の値上がりのため、ナセンタオルを１口 250円から 300円に、

フェイスタオルを 1口 500円から 600円に変更する。

令和７年度 トッキッキフェイスタオル ＠600 14,500本

返礼予定数 オリジナルナセンタオル① ＠300 16,000本

オリジナルナセンタオル② ＠300 16,000本

合計 46,500本

令和６年度 レルヒさんフェイスタオル ＠500 15,296本

実績見込み トッキッキナセンタオル ＠250 17,714本

猫柄ナセンタオル ＠250 16,776本

合計 49,786本

レルヒさん

（県内では

バラ頒布）

新潟 6,593 8,021 7,200 2,500 1,400 3,300

群馬 4,000 4,000 1,500 1,500

千葉 450 500 600 600

4,600 1,400 3,300

・令和7年度の群馬・千葉については、各県に確認し、予定数を計上。

令和5年度実績
令和6年度

実績見込み

令和7年度予定

トッキッキ

（バラ頒布及びコラボ用）
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【令和７年度返礼品一覧】

①トッキッキフェイスタオル １枚 600円

②オリジナル柄ナセンタオル① １枚 300円

③オリジナル柄ナセンタオル② １枚 300円

④絵はがき １組 100円

⑤トッキッキＡ４クリアファイル １枚 200円

⑥レルヒさんＡ４クリアファイル １枚 200円

⑦レルヒさんメモ帳 １個 200円

⑧コラボセット １セット 500円

（トッキッキ・チーバくん・ぐんまちゃんクリアファイル各１枚）

(3) 肢体不自由児・者の書、絵画、写真等、作品展の開催事業

（｢ふれ愛作品展」の開催事業（継続））

予 算 576,000円 (令和６年度予算 698,000円)

全国の「肢体不自由児・者の美術展」、「肢体不自由児・者のデジタル写真展」の入

賞作品や県内の肢体不自由児を中心とした障害児・者の書、絵画、写真等の作品を展

示し、肢体不自由児・者の生きがいの増進と一般の人々の肢体不自由児・者に対する

理解の促進を図る。なお、実績に併せて作品展設営業者の委託費を減額している。

［アオーレ長岡（長岡市）］

期 日：令和７年８月１５日（金）～８月２１日（木）（予定）

展示場所：アオーレ長岡 西棟１階 ホワイエ

展示作品：第 43回「肢体不自由児・者の美術展」入選作品及び県内在住の

入賞者の作品

肢体不自由児・者のデジタル写真展入選作品

［新潟ふるさと村（新潟市）］

期 日：令和７年９月６日（土）～９月１５日（月・祝）（予定）

展示場所：新潟ふるさと村 ファイブワンいいね！新潟館（１Ｆホール）

展示作品：アオーレ長岡会場と同じ

(4) 援護活動が顕著な者等を表彰する事業（肢体不自由児援護表彰事業（継続））

予 算 351,000円 (令和６年度予算 306,000円)

肢体不自由児に対する援護・療育思想の普及啓発を図り、援護活動を推進するた

め表彰を行う。
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被表彰者 各区分 2～ 3名程度（合計 10名程度）

区分① 身体の障害にも負けず、勉学や療育に励んだ肢体不自由児で、他の児童

・生徒の模範になる者

区分② 肢体不自由児の友を 3年以上にわたり助け、励ましながら共に学んだ児

童・生徒（小・中・高校生）・学級（前課程からの継続年数を含む）

区分③ 長年にわたり、肢体不自由児の療育、指導に顕著な功績のあった者

区分④ 肢体不自由児の保護者として、他の模範となる努力や研鑽をした者

表彰式 2月頃（予定）

場 所 県庁（秘書課 第二応接室）

２ 肢体不自由児に対して奨学金を給付する事業（肢体不自由高等学校奨学生採用事業

（継続））

予 算 760,000円 (令和６年度予算 760,000円)

一般の高等学校に在学している肢体不自由児の修学活動を支援するため、奨学金

を給付し（返済不要）、勉学の意欲を助長するとともに、肢体不自由児の健全な育成

を図る。令和７年度継続見込みは 3名。

（過去 5年の奨学生採用実績の平均人数は 7名）

交付予定人数 12人（令和６年度実績 7人）

奨 学 金 1人 60,000円（令和６年度と同額）

通信運搬費、印刷費等 40,000円

３ 肢体不自由児の生活向上のための講習会等の開催事業

(1) ボランティア講習会開催事業（継続）

予 算 271,000円 (令和６年度予算 250,000円)

肢体不自由児に対する理解と療育の普及を図り、肢体不自由児の生活の向上に資す

るため、県内の各大学、短大、専門学校の学生に周知し講習会を実施する。

開催回数 年 1回

会 場 新潟テルサ 会議室（予定）

参加人数 30～ 50名程度（予定）

イベント実施等委託費 115,000円

印刷費、通信費、旅費等 156,000円
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(2) ICT機器研修会開催事業（継続）

予 算 582,000円 (令和６年度予算 250,000円)

障害児施設の従事者や特別支援学校等の教員、保護者等を対象に、iPad やスイッ

チ機器等の ICT機器を使用した肢体不自由児への支援方法を学ぶ講習会を実施する。

支援の現場で取り入れやすい機器の操作を体験したり、障害に合わせたタブレット

端末の設定などを学ぶことで、教育や福祉現場での肢体不自由児への支援方法の拡充

を図る。なお、令和６年度に開催した際、中越地区での開催を望む声も多かったため、

令和７年度は新潟市及び長岡市での開催予定とする。

開催回数 年 2回

会 場 新潟テルサ及びハイブ長岡 会議室（予定）

参加人数 30～ 50名程度（予定）

イベント実施等委託費 238,000円

印刷費、通信費、旅費等 344,000円

４ 肢体不自由児に生活の意欲と活力を与える活動、団体への助成事業

(1) 肢体不自由児を激励するイベントに助成する事業（肢体不自由児激励事業（継続））

予 算 522,000円 (令和６年度予算 522,000円)

肢体不自由児の生活に意欲と活力を与えることを目的に、保護者団体が行う各種イ

ベント等の事業に対し助成を行い、その活性化を図る。

交付予定 10団体 （令和６年度実績 9団体）

1団体当たり 50,000円以内 （令和６年度と同額）

印刷費、通信運搬費等 22,000円

(2) 学生ボランティアサークルに助成する事業(学生ボランティアサークル助成事業)

（継続）

予 算 119,000円 (令和６年度予算 110,000円)

肢体不自由児を含む支援活動を行っている学生ボランティアサークルに対し活動費

の助成を行い、肢体不自由児の援護の活性化を図るとともに、学生ボランティアサー

クルの強化を図る。

交付予定 2サークル（令和 6年度実績 0件）

1サークル当たり 50,000円 （令和 6年度と同額）

印刷費、通信運搬費等 19,000円
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(3) 肢体不自由児休日等支援事業（廃止）

予 算 0円 (令和６年度予算 54,000円)

肢体不自由児が休日や長期休暇期間において、自主性・社会性等を培う場を提供し、

有意義な休日を送れるよう、新潟県立東新潟特別支援学校の生徒を対象に、大学生が

企画・運営するレクリエーションを行っていた。

新型コロナウイルス感染症の流行により、令和元年度２月から６年間活動を休止し

ており、今後も活動再開の見込みが無いため廃止とするが、他のボランティア関連事

業にて引き続きボランティアの育成に務める。

(4) 障害者スポーツ参加促進事業（継続）

予 算 742,000円（令和６年度予算 1,256,000円）

ア．【スポーツ大会観戦等に助成する事業】

予 算 138,000円（令和６年度予算 190,000円）

肢体不自由児とその介助者等を対象に、スポーツの観戦チケットを無償で配布し

観戦していただくことで、スポーツへの関心を育み、スポーツに参加する意欲を高

め、肢体不自由児の積極的な社会参加を図る。

これまでアルビレックス新潟のサッカー観戦チケットを交付していたが、令和７年

度よりオイシックス新潟アルビレックス BCの野球の観戦チケットも追加する。

また、これまでチケットは新潟県障害者スポーツ協会を通じて、新潟県信用農業

協同組合連合会からサッカー観戦チケットの提供を受けてきたが、スタンド席とは

別に車椅子席専用のチケットの購入が必要となったため、当協会で予算計上し、チ

ケットを購入することとする。

交付予定 サッカー・野球 各２試合×１０席

（スタンド席・車椅子席 各５席（予定））

チケット購入費 80,000円

印刷費、通信運搬費 58,000円

イ．【スポーツ用品等購入に助成する事業】

予 算 604,000円 (令和６年度予算 1,066,000円)

障害者が利用可能なスポーツ施設(社会福祉施設を含む）や障害者の支援団体、

NPO 法人などに対して、肢体不自由児・者が参加できるスポーツ用具の購入費用

に助成を行い、障害者スポーツの普及・啓発を図るとともに、障害者スポーツへの

参加を促進する。なお、直近３年の実績を踏まえ、予算を減額した。
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交付予定 5団体（令和６年度実績 11団体）

1団体当たり 100,000円以内（令和６年度と同額）

印刷費、通信運搬費等円 104,000円

(5) 肢体不自由児関係団体支援事業（継続）

予 算 261,000円 (令和６年度予算 420,000円）

ア．【日本筋ジストロフィー協会に助成する事業】

予 算 101,000円（令和６年度予算 101,000円）

心身障害者の福祉の増進のため活動を行っている、日本筋ジストロフィー協会新

潟県支部に対して活動費等の助成を行い、団体の活動強化、育成強化を図ることに

より、肢体不自由児・者への支援を促進する。

交付予定 3サークル（令和６年度実績 3サークル）

助成額（合計） 100,000円 （令和６年度と同額）

通信運搬費等 1,000円

イ．【車椅子等購入助成事業】

予 算 109,000円（令和６年度予算 166,000円）

車椅子を必要とする施設や学校（公立を除く）に希望を取り、１台 5万円を上限

として当協会より購入助成金を交付することとしているが、車椅子購入を希望する

申請が減っているため、実績を踏まえ予算を２台分に変更した。

交付予定 2台 （令和６年度実績 1台）

助成額（合計） 100,000円（令和６年度実績 50,000円）

印刷費、通信運搬費等 9,000円

ウ．【肢体不自由児者助成事業】

予 算 51,000円 (令和６年度予算 153,000円)

関係団体支援事業の一環として、助成を希望する地区の肢体不自由児者父母の

会に助成を行う。

交付予定 1地区（令和６年度実績 1地区）

1地区当たり 50,000円以内（令和６年度と同額）

通信運搬費等 1,000円
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(6) 社会参加交流体験研修事業（廃止）

予 算 0円 (令和６年度予算 33,000円)

肢体不自由児の社会参加促進、社会交流の向上を目的に事業を行えるよう、肢

体不自由児の保護者等を対象に、研修会を実施していたが、事業を実施していた新

潟県肢体不自由児者父母の会連合会が解散し、事業の継続が困難なため、廃止とす

る。

(7)「ふれあいの集い」開催事業（継続）

予 算 748,000円 (令和６年度予算 1,105,000円)

肢体不自由児と地域の小・中学生の交流を通じて、障害の有無にかかわらず、相

互に人格と個性を尊重し、支え合う共生社会の理念の普及を図るとともに、肢体不

自由児への理解と心のバリアフリーの育成を図ることを目的に体験会を行う。

ア．【車椅子バスケットボール体験会】（継続）

開催 年 3回（予定）

参加予定者 小・中学校の生徒及び肢体不自由児（学校訪問及び公募）

新潟 WBC、（一社）GrowWith（車椅子バスケットボール）

開催場所 新潟市、十日町市、上越市（予定）

委託先 新潟WBC

イ．【ボッチャ体験会】（新規）

開催 年 2回（予定）

参加予定者 小・中学校の生徒及び肢体不自由児

（新潟県内の小・中・特別支援学校等に参加を募る）

開催場所 新潟県立東新潟特別支援学校、十日町市（予定）

委託先 新潟県ボッチャ協会

Ⅱその他法人会計に関わる事業

（1）ホームページの管理（継続）及びSNS運用（新規）

予 算 310,000円 (令和６年度予算 476,000円)

当協会のホームページを随時更新し、事業内容の周知に努めるとともに、各種事業

の参加促進及び療育思想の普及に努める。また、令和５年度より開設したＸに加え、

インスタグラムでも周知を図り、当協会の広報に務める。
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寄付金申し込みフォーマット年間保守管理費： 80,000円

ホームページ年間保守料及びアップデート： 212,000円

ドメイン使用料及びサーバー使用料、振込手数料等: 17,000円

ホームページソフトウエア等減価償却費： 1,000円

URL：https://www.shinshikyo.org/

当協会のＸ（旧 Twitter）アカウント

@sinsikyou （HP) （X）

（2）関東ブロック肢体不自由児協会連絡協議会

予 算 30,000円 (令和６年度予算 40,000円)

令和７年度は群馬県で関東ブロック肢体不自由児協会連絡協議会（千葉県・群馬

県・神奈川県・茨城県・埼玉県・新潟県）を開催する予定。各県の取り組みや財政

状況、運営上の課題等を情報共有し、協会の安定的な運営等について協議する。

Ⅲ 役員会等

１ 監事会 ５月に開催。決算の監査を行うほか、理事会に出席して、評議員会に

提出すべき議案及び書類について監査する。

２ 理事会 ５月に決算、３月に予算を審議する通常理事会のほか、必要に応じ随

時開催する。

３ 評議員会 ５月に決算審議の定時評議員会、３月に予算審議の臨時評議員会を開

催するほか、役員の選任など必要に応じ随時開催する。


